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は

じ

め

李
氏
朝
鮮
第
二
六
代
園
王
高
宗
の
生
父
で
あ
る
輿
宣
君
是
麿
〈
一
八
二

0
1
一
八
九
八
〉
は
、
一
八
六
三
年
一
二
月
〈
陰
暦
に
よ
る
。
以
下
同
じ
)

に
高
宗
が
即
位
し
た
こ
と
に
伴
い
、
大
院
君
の
稽
競
を
受
け
、
幼
若
な
王
に
代
わ
っ
て
政
権
を
そ
の
掌
中
に
入
れ
た
。
こ
の
大
院
君
政
権
は
一

八
七
三
年
一
一
月
に
大
院
君
が
退
陣
に
追
込
ま
れ
る
ま
で
存
績
し
、
書
院
の
撤
贋
な
ど
王
朝
擢
力
の
再
建
を
は
か
る
改
革
政
策
を
貫
施
し
、
ま

た
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
商
圏
艦
隊
の
侵
攻
を
撃
退
し
て
鎖
園
政
策
を
貫
徹
し
た
。
大
院
君
政
権
の
性
格
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の

内
外
政
策
に
つ
い
て
多
面
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
並
ん
で
右
の
よ
う
な
諸
政
策
を
遂
行
し
た
大
院
君
政
権
の
権
力
構
造
を
具

瞳
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
大
院
君
政
権
研
究
に
お
い
て
、
大
院
君
政
擢
の
権
力
構
造
に
つ
い
て
の
検
討
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
か
を
ふ
り
返
る

と
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
梶
村
秀
樹
氏
の
研
究
で
あ
る
。
梶
村
氏
は
、
大
院
君
の
重
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
「
非
特
擢
層
か
ら
の
人
材
登
用

に
よ
る
門
閥
貴
族
専
政
の
打
破
」
を
奉
げ
、
ま
た
「
大
院
君
勢
力
の
貫
鐙
は
、
非
特
権
的
封
建
貴
族
層
、
吏
族
層
、
及
び
常
民
層
に
よ
っ
て
構

(
1
)
 

成
」
さ
れ
、
「
守
奮
的
な
門
閥
貴
族
勢
力
よ
り
は
前
向
き
の
勢
力
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の

「
非
特
権
的
封

建
貴
族
層
」
の
概
念
は
、
雨
班
官
僚
中
に
存
在
し
た
四
つ
の
黛
汲
〈
四
色
黛
波
)
の
う
ち
の
弱
小
黛
汲
で
あ
る
南
人
・
北
人
を
指
し
て
使
用
さ

れ
た
も
の
な
の
で
、
こ
れ
と
の
劃
立
概
念
で
あ
る
「
門
閥
貴
族
」
と
は
最
大
黛
涯
で
あ
る
老
論
、
第
二
の
黛
涯
で
あ
る
少
論
を
指
し
た
も
の
と

理
解
さ
れ
る
。
四
つ
の
黛
汲
を
「
門
閥
貴
族
」
封
「
非
特
権
的
封
建
貴
族
」
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
安
嘗
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
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が
、
大
院
君
政
権
の
擢
力
構
造
に
つ
い
て
官
僚
の
人
事
を
詳
細
に
分
析
し
て
具
盤
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
黙
に
お

い
て
、
梶
村
氏
の
研
究
は
な
お
問
題
提
起
の
域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

365 

日
本
に
お
い
て
は
大
院
君
政
権
の
権
力
構
、
造
に
つ
い
て
検
討
し
た
研
究
は
護
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
韓
園
に
お
い
て
は
成
大
慶
氏

の
研
究
が
護
表
さ
れ
た
。
成
氏
は
大
院
君
政
権
-
初
期
を
主
な
封
象
に
し
て
高
級
官
僚
の
人
事
を
分
析
し
、
①
大
院
君
は
執
政
初
期
に
安
東
金
氏

そ
の
後
、
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と
そ
の
追
随
勢
力
に
打
撃
を
興
え
、
名
門
氏
族
出
身
の
中
央
官
僚
の
再
編
成
を
は
か
司
た
、
②
南
北
人
を
大
摩
起
用
し
た
と
い
う
設
は
事
買
に

符
合
し
な
い
、
③
大
院
君
は
中
人
膏
吏
層
(
梶
村
氏
は
吏
族
居
と
表
現
し
て
い
る
|
|
糟
谷
)
を
包
揖
利
用
し
た
け
れ
ど
も
彼
ら
を
高
官
頴
職
に
昇

(
2〉

準
抜
擢
す
る
制
度
的
嬰
革
は
企
て
も
し
な
か
っ
た
、
④
大
院
君
は
宗
親
瑠
涯
(
王
室
に
出
自
す
る
全
州
李
氏
)
の
起
用
を
は
か
?
た
と
論
じ
た
。
成

氏
の
研
究
は
大
院
君
政
権
の
権
力
構
造
に
閲
す
る
具
鐙
的
な
分
析
の
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
と
い
え
る
が
、
高
級
官
僚
の
人
事
に
闘
す
る
分
析
を

大
院
君
政
権
期
の
金
時
期
に
わ
た
司
て
網
羅
的
に
行
な
っ
た
も
の
で
な
い
た
め
、
そ
の
所
設
に
は
再
検
討
の
絵
地
が
蔑
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
の
現
肢
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
政
権
上
層
部
を
構
成
す
る
中
央
の
重
要
官
職
に
就
任
し
た
官
僚
を
、

(
3〉

院
日
記
』
『
日
省
録
』
に
基
づ
い
て
逐

一
調
査
し
、
こ
れ
ら
の
官
職
就
任
者
に
お
け
る
黛
波
別
姓
氏
別
構
成
や
武
臣
の
比
重
な
ど
を
明
ら
か
に

し
、
こ
の
こ
と
を
基
礎
と
し
て
大
院
君
政
権
の
中
央
権
力
の
特
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
調
査
劃
象
と
し
た
中
央
の
重
要
官
職

は、

ω議
政
、

ω六
曹
堂
上

・
漢
城
府
堂
上
、
川w
議
政
府
堂
上
、

ω宣
恵
臆
堂
上
、
川
w歪
章
閣
の
官
職
、
制
弘
文
館

・
華
文
館
の
堂
上
、
州
w承

政
院
の
承
旨
、
州
開
軍
管
長
官
及
び
三
軍
府
堂
上
で
あ
る
。

『
承
政
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重
要
官
職
就
任
者
の
構
成

)
 

噌

A(
 
議

政

議
政
府
は
最
高
行
政
官
酷
で
あ
る
。

一
六
世
紀
後
半
以
降
は
備
過
司
が
議
政
府
に
代
わ
っ
て
最
高
行
政
官
臆
の
地
位
を
占
め
、

議
政
府
の
存

一
八
六
五
年
に
は
備
過
司
を
議
政
府
に
吸
放
し
て
底
止
し
、

議
政
府
を
最
高
行
政
官
臓
の
地
位
に
復
し
た
。
地
位
を
回
復
し
た
議
政
府
は
時
原
任
大
臣
と
議
政
府
堂
上
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。
時
原
任
大

在
は
名
固
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
大
院
君
政
権
は
官
制
改
革
を
行
な
っ
て
、

臣
は
領
議
政

・
左
議
政

・
右
議
政
(
各
一
名
、

正
一
口
聞
大
匡
輔
園
山
田
市
緑
大
夫
。
時
任
大
臣
)

と
前
議
政
(
原
任
大
臣
。
領
中
値
府
事
・
判
中
幅
府
事
な
ど
の

官
職
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
議
政
府
堂
上
は
、

議
政
以
外
の
本
来
の
議
政
府
堂
上
官
(
正
三
品
通
政
大
夫
以
上
の
官
職
)
で
あ
る
左



賛
成
・
右
賛
成
〈
各
一
名
、
従
一
品
〉
、
左
参
賛
・
右
参
賛
(
各
一
名
、
正
二
品
〉
に
加
え
て
、
剣
書
な
ど
が
品
来
任
す
る
堂
上
か
ら
構
成
さ
れ
、

院
君
政
権
期
に
は
そ
の
教
が
五

O
名
蓋
か
ら
七

O
名
蓋
に
及
ん
だ
。
こ
の
議
政
府
堂
上
は
従
前
の
備
法
司
堂
上
の
例
に
倣
っ
て
置
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。
議
政
府
の
官
職
で
あ
る
議
政
と
議
政
府
堂
上
の
就
任
者
の
黛
波
別
姓
氏
別
構
成
の
分
析
は
順
に
行
な
う
べ
き
で
あ
る
が
、
右
に
述
べ

た
よ
う
な
議
政
府
堂
上
の
構
成
を
考
慮
し
て
、
議
政
府
堂
上
に
闘
す
る
分
析
は
六
曹
堂
上
・
漢
城
府
堂
上
の
分
析
の
後
に
回
し
、
本
項
に
お
い

て
は
議
政
に
つ
い
て
の
み
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

大

大
院
君
政
権
期
の
議
政
就
任
者
は
次
の
一
一
名
で
あ
る
(
領
・
左
・
右
は
そ
れ
ぞ
れ
領
議
政
・
左
議
政
・
右
議
政
を
指
す
)
。

金
左
根

越
斗
淳

李
景
在

李
裕
元

任
百
経

金
用
開
門
子

六
・
四

六
・
四
・
二
九

領

一
八
六
三
・
九
・
八
J
六
四
・
四
・
一
八

一
八
六
三
・
九
・
八
J
六
四
・
六
・
一
五
/
領

六
五
・
五
・
一
七
J
六

左

六
四
・
六
・
一
五
J
六
五
・
五
・
二
ハ
/
領

右
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一
八
六
四
・
一
・
二

J
六
四
・
六
・
七
/
右

六
五
・
五
・
一
六
J
六
五
・
五
・
一
七
/
領

六
六
・
四
・
一
三
J
六

左右

一
八
六
四
・
六
・
一
五
J
六
五
・
二
・
二
五
/
左

一
八
六
四
・
六
・
一
五
J
六
五
・
二
・
二
七
死
去

六
八
・
閏
四
・
一
一

J
六
八
・
閏
四

左

一
八
六
五
・
三
・
三
J
六
七
・
三
・
一
五
/
左

一八
J
六

六
七
・
五
・
三
J
六
七
・
五

一
八
/
領

六
七
・
五

八
・
閏
四
・
一
一
/
領

六
七
・
五
・
一
八
J
六
七
・
七
・
一
五

柳
厚
酔

鄭
元
容

洪
淳
穆

367 

菱

活

六
八
・
閏
四
・
二
三
J
七
二
・
九
・
二
九
服
喪

領右

一
八
六
六
・
一
・
四
J
六
七
・
五
・
一
八
/
左

一
八
六
八
・
閏
四
・
一
一

J
六
八
・
閏
四
・
二
三

右

一
八
六
九
・
一
・
一
一
一
一

J
七
二
・
一

0
・
一
二
/
領

七
二
・
一

0
・
一
二
J
七
三
・
四
・
二
九

左

一
八
七
二
・
一

0
・
二
一
J
七
三
・
一
一
・
一
一
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右
一
八
七
二

・
一
0
・
一
二

J
七
三

・
一
一
・
一
一

一
一
名
の
黛
波
別
構
成
は
老
論
五
(
金
左
根
・
越
斗
淳
・
李
景
在

・
金
嫡
皐

・
洪
淳
穆
)
、

韓
啓
源

少
論
二
(
李
裕
元

・
郎
元
容
)

南
人
二
(
柳
厚一昨

・
韓
怒

源
〉
、
北
人
二
(
任
百
経
・
萎
泥
〉
で
あ
る
。
な
お
原
任
大
臣
の
地
位
に
の
み
在
司
た
者
は
金
輿
ー
根
(
老
論
)
だ
け
で
あ
る
。

(2) 

六
曹
堂
上

・
漢
城
府
堂
上

六
曹
(
吏
曹

・
兵
曹

・
戸
曹

・
薩
曹

・
刑
曹

・
工
曹
)
は
行
政
責
務
を
分
掌
す
る
官
酷
で
あ
り
、
そ
の
堂
上
と

し
て
各
曹
に
剣
書
(
一
名
、
正
二

品〉

・
参
剣
ハ

一
名
、
従
二
品
)
・
参
議
(
一
名
、
正
三
品
遁
政
大
夫
。
兵
曹
は
参
知

一
名
を
加
え
る
)
が
置
か
れ
た
。
漢
城
府
は
首
都
漢
城
の
市
政
及
び

裁
判
を
管
掌
す
る
中
央
官
聴
で
あ
り
、
そ
の
堂
上
と
し
て
剣
予
(
一
名
、
正
二
品
)
、

左
ヂ

・
右
ヰ
ア
(
各
一
名
、
従
二
品
)
が
置
か
れ
た
。

六
曹
の

剣
書
に
は
貫
際
に
は
正

一
口
問
輔
園
崇
緑
大
夫
の
品
階
を
も
っ
官
僚
ま
で
が
就
任
し
、

ま
た
剣
書
を
経
た
者
が
議
政
府
の
賛
成

・
参
賛
に
就
任
し

表
ー
は
大
院
君
政
権
期
の
議
政

・
剣
書
就
任
者
の
議
汲
別
姓
氏
別
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
一一
月
)
に
す
で
に
剣
書
と
な
り
大
院
君
政
権
期
に
は
質
成
・

参
賛
の
み
に
就
任
し
た
者
、
剣
晋
ノ
に
の
み
就
任
し
た
者
は
そ
の
旨
を
注
記
し
て

一
三
九
名
の
黛
波
別
構
成
は
老
論
七
八
、

な
お
哲
宗
期
(
一
八
四
九
年
六
月
J
六
三
年

-144ー

た
。
創
刊
号
ノ
の
経
験
者
の
大
半
は
剣
書
に
就
任
し
、
左
予
・
右
予
の
経
験
者
の
多
く
も
参
剣
に
就
任
し
た
。

附
載
し
た
。

議
政
・
剣
書
就
任
者
の
綿
数
は

一
三
九
名
(
附
裁
者
を
加
え
る
と
一
四
七
名
)
で
あ
る
。

少
論
三
回
、
南
人
一
二
、
北
人

二
ニ
、
宗
室

一
、
分
類
不
明

一
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
老
論
五
六

・一

%
、
少
論
二
四

・
五

%
、
南
人
八

・
六

(

4

)

 

%、

北
人
九

・
四
%
と
な
る
。
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
安
東
金
氏

一
四
、
老
論
の
全
州
李
氏
八
、
少
論
の
全
州
李
氏
六
、
老
論
の
南

陽
洪
氏
五
、
老
論
の
清
風
金
氏
四
、
老
論
の
卒
山
申
氏
四
、
老
論
の
蝿
興
関
氏
四
、
老
論
の
大
丘
徐
氏
四
、
少
論
の
東
莱
鄭
氏
固
な
ど
が
多
く

の
議
政

・
剣
書
を
出
し
て
い
る
。

・
次
に
剣
骨
一
聞
の
中
で
も
特
に
要
職
と
さ
れ
る
吏
曹
剣
書
(
文
官
の
人
事
を
管
掌
)
、
兵
曹
剣
書
(
武
官
の
人
事

・
軍
政
を
管
掌
〉
、

戸
曹
剣
書

〈
財
政
を

管
掌
〉
の
就
任
者
の
黛
波
別
構
成
の
分
析
結
果
を
示
そ
う
。
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表1 大院君政権期の議政・剣書就任者の紫波別姓氏別構成

〔凡{7lJJ*は武臣。
下線を附したのは議政就任者。
賛，参，漢はそれぞれ賛成，参賛，漢城府剣予にのみ就任した者。

括弧内は改名前の名。

皐

徹

夏

重

鳳

船

詰

重

藤

勝

氏

寅

圭

景

渠

載

乱

周

桑

寅

主

李

李

李

李

李

李

侃

李

李

李

印

全

1

2

3

4

5

6

7

8

*

*

*

*

 

雲

詰

性

献

文

湘

一

稽

権

船

朝

徳

一

久

摩

鏑

緯

一

淳

淳

淳

鼎

一

在

一

在

在

一

定

求

容

一

見

鍾

在

一

氏

拳

東

盆

一

一

一

氏

錫

樹

脂

一

氏

致

致

升

泳

一
氏

戴

衡

元

相

一
民

景
一
経
鼎
一
氏
致

正

致
一

氏

宜

洪

洪

一

金

金

金

金

針

一

申

申

申
細

川

申

申

一

関

間

関

開

閉

…

徐

徐

徐

徐

徐

一
李
李
一
李
李
一
罪
者
ノ
罪

事
J

一
沈
沈

一
山

・

・

・

・

一

興

.

.

.

.

一
丘

.

.

.

.
 一山

.

.

.

 一
一ゃ

・
・
・

一
松

5
賛

一
清

1

2

3

4

一
一や

1

2

3

4

一
騒

1

2

3

4

一
大

1

2

3

4

一
韓

1

2

3

一
海

1

2

3

一
青

1

津

淳

一

保

晶

体

照

一

換

五

善

一

敏

友

一

照

照

一

鉱

額

一

害

時

寅

一

成

埼

一

諜

吉

一

永

夏

一

敬

承

一
氏

近

宗

来

一

氏

章

銀

致

一

氏

興

根

一

氏

元

容

一

氏

蕎

在

一

氏

珪

斉

一

民

数

一

氏

設
一
腕
一
氏
献
亀
一

沈

沈

一
宋
宋
宋
宋
一
食
品
臥
食
品
問
一
李
李
李

.
李

李

李

一

金

金

金

一
朴
朴
朴
一
予
号
ノ
苦
ノ

一
洪

洪

洪

一
超

越

越

一

・
一
津

・
・
・

一
渓

・
・
・

一
義

・

・・

水

・

・

…
山

・

・

一
南
・

・
一
一
件
・
・
一
山
・
・

…
壊

2

3

一
恩

1

2

3
一
杷

1

2

3
…
全

1

2
一
徳

1

2

一
光

1

2
一
溶

1

2
一
披

1

2

一
塑

1

2

一
望

1

2

…

*
*
一

一

一

一

一

朝

日

一

弘

一

L
…

紙

境

問

問

一

献

事

…

駅

間

一

崎

市

新

知

器

宥

開

開

設

問

一

脈

問

一

課

峰

・
一
安

・
一
州

・
一
川

・

一

川

・

一

一

挙

・

…

州

一

論

匡

州

牛

l

…
延

1
一
楊

1
一
林

1

一
望

1
…
宜

1

一
清

参

一

少

武

全

1

2

3

4

5

6

漠

漠

一
東

1

2

3

*

一

一

一

r
、

*

*

*

*

朝

一

元

一

層

一

網

弼

一

命

銭

一

升

源

一

林

徽

〉

一

淳

輔

一

株

派

一

翼

一

鍵

一

路

一

鱒
一
新
斡
一
輪
…
紙
耕
輔
一
報
報
報
一
脈
鰍
鰍
一
蹴
齢
顕
一
畑
一
紙
繍
健
一
械
倣
精
一
報
糟
一
鋲
金
一
概
畑

一
械

倣

・
一
州

.

.

 一
義

・
・

一
仁

.

.

 一
日
・

・
一
州

.

.

 
一
丘

.

.

 一
州

・
・

一
安

・
一
塑

・
…
南

.
一
盛

4
…
慶

1

2

…
全

1

2
一
龍

1

2

一
延

1

2

一
楊

1

2

一
大

1

2
一
羅

1

2
…
延

1
…
海

1
…
溶

1
一
高

1

e

繁

一

淳

一

昌

幻

一

善

一

栄

一

雨

一

〉

迫

稜

綿

一

翼

一

亨

一

畳

一

致

一

氏

逮
一
氏

A
叩一

民

乗
鮭
一

氏

取

一

氏

一

氏

錫

一
名

名

氏

明

瀬

氏

承

一

氏

宜

一

氏

遇

一
氏

厚

一一

氏

性

一

洪
洪
一
申
申
一
越
越
伎
一
呉
呉
一
許
許
一
曹
曹
一
ロ

1
李

李

李

李

李

一

李

李

一

雀

雀

一

柳

柳

一

一

越

越

一

陽

・

一
山

・

一
一
様
・
一
州

・
一
川

・
一
寧

・
一
人
臣

州

・

・

州

-

一
州
・
一
一
挙

・
一
山

・

一
陽

南

1
…
卒

1
一
豊

1

一
海

1
一
陽

1
一
昌

1
一
南
武
慶

1

2

全

1
一一氏

1
…
朔

1
一
盟

1
一
漢

1
一

*

一

一

本

一

一

f
、

*

一

一

菅州美氏

1.美時永

2.菱蘭馨

老論78名
(武臣8名〉

安東金氏

1.金左根

2.金嫡実

3.金大根

4.金嫡喬

5.金嫡園

6.金嫡皐

7今金病雲

8.金:府徳

9.金病准

10.金態均

11.金漢淳

12.金世均

13.金病地

14.金病弼

参金輔根

漢金均銀

南陽洪氏

1.洪鍾序

2.洪鍾膝

3.選霊童
4.洪鍾爽
(爽鍾〉
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宗室1名 | 清州斡氏

1.李載元 I1.斡啓源

分類不明 l名 |陽川許氏
(武臣1名) I 

1 1.許停
* 1.李容象 |
(慶州李氏) I 杷渓官官民

I 1.食致崇
西北人 | 

漢文慶愛 |星山李氏

(南卒文氏) I渓 李源昨

北人13名
(武臣 1名〉

盟川任氏

1.任百経

2.任百秀

* 3.任商準

密陽朴氏

1. キト承輝

2.朴孝正

全州李氏

1.李舎淳
(鍾淳〉

海チli鄭氏

1.鄭天和

白川越氏

1.越啓昇

青少1'1美氏

1.差J主

宜寧南氏

1.南性元
(性教)

稲山宋氏

1. 宋盟主龍

恩津宋氏

1.宋廷手口

寧越殿氏

1.殿錫鼎

(

5

)

 

吏
曹
剣
書
の
就
任
者
は
洪
読
諜

・
金
問
屋
e

・
予
致
定

・
金
痢
園

・
洪
鍾
序
・
李
経
在

・
洪
淳
穆

・
宋
近
沫
・
越
献
永

・
金
痢
翼

・
金
畑
徳

・

金
畑
喬

・
南
相士口

・
金
大
根

・
申
錫
梧

・
金
世
均

・
李
根
友

・
越
基
麿
・
金
痢
雲

・
申
麿
朝

・
金
畑
地
(
老
論
)
、
越
得
林

・
李
是
遠

・
李
源

命
・
曹
錫
雨

・
徐
憲
淳
・
超
乗
畠

・
趨
乗
徽

・
林
肯
株
〈
少
論
〉
、
萎
時
永
・
李
宜
翼

・
韓
啓
源

・
李
承
輔

・
李
明
迫
(
南
人
)
、
朴
承
輝

・
南
性

元

・
任
百
秀

・
巌
錫
鼎

・
宋
廷
和

・
朴
孝
正
(
北
人
)
、
李
裁
元
〈
宗
室
)
の
四

一
名
で
あ
る
。
老
論
二
一
、

少
論
八
、
南
人
五
、
北
人
六
、
宗

-146ー

室

一
の
構
成
で
あ
り
、

少
論
一
九
・
五
%
、
南
人

一
二
・

二
%
、

北
人
一
四
・
六
%
と
な
り
、
議
政
・
剣

書
就
任
者
の
黛
波
別
比
率
に
比
べ
る
と
老
論
・
少
論
が
そ
れ
ぞ
れ
五
%
低
い
の
に
封
し
、
南
人
は
四
%
弱
、
北
人
は
五
%
高
い
。
ま
た
老
論
の

安
東
金
氏
は
九
名
で
あ
り
、

線
数
の
二
二
・

O
%
を
占
め
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

兵
曹
剣
書
の
就
任
者
は
徐
戴
淳

・
申
椋

・
金
畑
翼
・
李
圭
徹

・
金
畑
堆

・
金
書
鉱

・
李
景
夏

・
関
致
庫
・
関
升
錆

・
徐
相
鼎
(
老
論
〉
、
鄭
基

世
(
少
論〉
、
差
泥
(
北
人
)
、

李
載
元

(宗
室
〉
の

一
三
名
で
あ
る
。
老
論
は
二
二
名
中

一
O
名
を
占
め
、

そ
の
比
率
は
老
論
五
一

・
二
%
、

そ
の
比
率
は
極
め
て
大
き
い
。
ま
た

武
臣
が
三
名
(
申
様
・
李
圭
徹
・
李
景
夏
)
就
任
し
て
い
る
。

戸
曹
剣
書
の
就
任
者
は
金
煩
翼

・
金
嫡
園

・
金
世
均
(
老
論
〉
、
李
敦
{
予
(
少
論
)
の
囚
名
で
あ
る
。

こ
の
四
名
の
う
ち
金
伺
園
は
一
八
六
六

年
四
月
か
ら
一
八
七
二
年
九
月
ま
で
六
年
半
近
く
の
長
期
に
わ
た
っ

て
在
任
し
た。
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表2 大院君政権期の参剣就任者の君事波別姓氏別構成

〔凡例J*は武臣。
括弧内は改名前の名。
松都 ・西北・済州人は開城府，卒安 ・威鏡南道，済州島の出身者。

文化柳氏 3.成舜鏑 安東擢氏 1.沈宜元 3.李玄翼 老論73名

1.柳輿吉
---_.・ 4・..-------------- 1.援用{街 2.沈舜津

9・・曹妙・・・・・・・・・・ー・ 4・ー・ (武臣2名〉

←・ 4酔砂 技卒予氏 ------ー咽ドーーーーー-ー・ーーーー..- 光山金氏 全州李氏

南陽洪氏 1.予滋恵 林川越氏 務興関氏 1.金輔銭 1.李升君主

1.洪乗誇 2.予滋承 1.越慶鏑 1.問委鏑 2.金向鉱 2.李寅婆
・・・ ・----・4酔 2.関謙鏑 3.金碕鉱
楊州趨氏 豊山洪氏 宜寧南氏 * 3.李鍾承

---・ a・・・・・ 4・-----------ー--------------------ー・ーー

1.趨寅照 1.洪積命 1.南廷龍 大丘徐氏 恩津宋氏 4.李容殻

(寅望書〉 2.洪競周 (商穏〉 1.徐承輔 1.宋泰照 5.李敦慮
ーーー.‘・-------_._...晶晶圃 ----_. -ー._. (世器〉ーー・・ 4・・・・・ ・・ E圃

昌原賀氏 2.徐環淳 2.宋欽翼卒壊越氏 育州菱氏 6.李乗文

*1.越義復 1.黄鍾願
-----------_..._---圃 3.宋謙記長

1.菱健欽 杷渓官官民 ーーーーーーーーー-ー ・---------* 7.李邦鉱晶岨ド“ー 唱

清州韓民
(鍵〉 幸州奇氏 1. 官官錫換 韓山李氏 8.李沈磨

1.韓際園
2.萎菅釜

1.奇正銀 2. 官官賊:換 1.李承盆 9.李鍾浩・--ーーー・
---_.-. ・・ 昌寧曹氏

・・・・・・・------- 2.李承五 10.李容直
青松沈氏 少論39名 全義李氏

4・_---ーーー-ー・ 11.李明感
1.沈腐泰

1.曹錫輿 (武臣2名〕 1.李時敏 延安金氏
2.曹錫元 全州李氏 ーーーーー・----------ー 12.李寅晶

陽川許氏 羅州林氏 .李寅命
星州李氏 1.金逸淵

13.李昆，JJIff，.

*1.許燭
1.李数寅 2.金始淵 -・，ー-.---‘ーー

1.林喜鎮 .李寅亮
ー...------_・-__.--・ ー・ ー-------_・ 4晶_.-ーーーー 安東金氏

南人20名 .林翰沫 3.李委夏
碧珍李氏 延日郷氏

1.金病室

(武臣1名〉
主安手氏一 東莱鄭氏

1.李恒老 1.鄭海向
2.金畑駿一一一'ー・・--------_-・・晶 ・ー・ー. 2.郷翠

清州韓民
.李徳秀 1.鄭基舎

牛降李氏 ー.‘句・.‘鼻咽・・--・・・幹ーが‘ 3.金徳根

1.韓永租 1.李鏑俊 海卒予氏 4.金敬鎮

2.韓致容 慶州金氏 3.鄭順朝
“・ー・・a・・・---_・ a・・--.・ 1. ;芦宗善 5.金:附集
洛南朴氏

3.韓敬源 1.金永爵 1.朴釜賢
2.予定善 6.金痢始

4.韓敦源 堕援走宣氏

江陵金氏 1.越隈哲 南原予氏
7.金永均

・a晶晶...."‘・ 密陽朴氏
良資李氏 1.金皐初 2.趨采夏 1.安乗鼎

8.金嫡淵
1.朴来高

1.李奨溶 清風金氏 (探〉
2.予泰経

9.金鶴根
ーーー---_-ーーーーー-------_..

2.李啓魯 3.越番永 慶州健氏 豊穣越氏

3.卒晩運
1.金基繍

1.雀盆鉱
南陽洪氏

1.趨鳳夏
大丘徐氏 ーーー・---ー・ 4・・』・.._------・ 1.洪淳大

酒川陸氏 潜南朴氏 1.徐承淳 高輿相n氏 2.洪 坑
2.趨乗恵

1.睦仁舎
.朴昇寄 .徐巨輔 1.柳策河 〈劃順〉

3.越寧夏

2.陵仁培 湿陽郷氏 3.徐元輔 ------------------‘・ーー-ー 晶a・----・ー---・--ー岨ー
4.越成夏

1.郷泰好 昌寧成氏
堕山洪氏 楊j十|趨氏 5.越敬夏

全州李氏 1.洪祐健 1.越乗協 ・・・・ー

1.李守曾 南原予氏 1.成載玉
----_..ー 延安李氏

1.予行語 (載球〉
卒山申氏 2.越業式

1.李勉愚-・・・・・・・---------- ー・・-_.惨・----------------
慶州・|李氏 2.成載凌 1.申泰運 育松沈氏 2.李網患
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参
剣
就
任
者
の
黛
波
別
姓
氏
別
構
成
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
表
か
ら
は
大
院
君
政
権
期
に
参
剣
か
ら
剣
室
田

・
判
示
ノ
へ
昇

(
6
)
 

し
た
が
っ
て
大
院
君
政
権
期
に
中
央
官
職
に
お
け
る
最
高
位
が
参
剣
に
達
し
た
者
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
参
剣

そ
の
議
波
別
構
成
は
老
論
七
三
、
少
論
三
九
、
南
人
二

O
、
北
人

一
O
、
宗
室

一
、
松
都

・
西
北

・
済

進
し
た
者
は
除
い
て
あ
り
、

-148-

就
任
者
の
線
数
は
一
五
一
名
で
あ
り
、

州
人
五
、

分
類
不
明
三
で
あ
る
。

比
率
を
算
出
す
る
と
老
論
四
八
・
三
%
、

少
論
二
五
・
八
%

南
人

二
ニ
・

二
%
、

北
人
六
・

六

%
と
な

る
。
議
政

・
剣
書
就
任
者
の
黛
波
別
比
率
と
比
べ
る
と
、
老
論
が
八
%
弱
低
い
の
と
南
人
が
五
%
近
く
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
姓
氏
別
構

成
を
み
る
と
、
老
論
の
全
州
李
氏
二
ニ
、

老
論
の
安
東
金
氏
九
、
老
論
の
盟
壌
越
氏
五
、
南
人
の
清
州
韓
氏
四
の
順
に
多
く
の
参
剣
就
任
者
を

出
し
て
い
る
。(
7〉

本
項
の
最
後
に
左
予
・
右
予
就
任
者
の
黛
波
別
姓
氏
別
構
成
を
示
す
。
そ
の
線
数
は
三
六
名
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
次
に
列
記
し
、
括
弧
内
に

本
貫
を
附
記
し
て
姓
氏
を
表
示
し
、
武
臣
に
は
傍
線
を
附
し
た
。
な
お
参
剣
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
に
掲
げ
る
左
予

・
右
吾
ノ
就
任
者
と

は
、
大
院
君
政
権
期
に
中
央
官
職
の
最
高
位
が
左
予

・
右
予
に
至
ア
た
者
の
こ
と
で
あ
る
。

老
論
二
ハ
名
(
武
臣
一
四
名
〉

:
:
李
査
興

・
李
載
岡
山

・
李
文
永
(
徳
水
〉
、
英
吉
善

・
呉
夏
泳
(
海
州
〉
、
白
希
沫

・
白
楽
貞
(水
原
)
、
李
周
膚

(
全
州
〉
、
李
基
碩
(
慶
州
〉
、
李
正
絃
(
龍
仁
〉
、
李
容
鉱
(
躍
安
)
、
申
正
照
(
卒
山
〉
、
張
寅
植
(
仁
同
〉
、
任
百
甑
(
堕

沈
英
淳

(背松)、



川
〉
、
南
錫
歪
(
宜
寧
〉

少
論
一
一
名
(
武
臣
九
名
)
:
:
:
李
鳳
儀
・
李
容
儀
(
全
州
)
、
李
照
昇
・
李
数
値
脂
(
全
義
)
、
申
痘
・
申
繍
(
卒
山
)
、

善
〈
草
渓
)
、
越
乗
恒
(
豊
壊
)
、
超
定
照
(
楊
州
)
、
臭
願
文
(
海
州
)

南
人
二
名
(
武
臣
二
名
)
:
:
:
李
鳳
億
(
庚
州
〉
、
予
善
麿
(
披
卒
〉

金
善
恒
(
安
東
)

壁|

北
人
一
名
(
武
臣
一
名
〉
:
:
:
李
敏
厚
(
康
州
)

西
北
人
二
名
:
:
:
李
乗
儀
(
庚
州
)
、
韓
致
盆
(
清
州
)

分
類
不
明
四
名
(
武
臣
二
名
〉
:
:
:
鄭
圭
臆
・
鄭
周
臆
(
東
莱
)
、
李
承
淵
(
韓
山
)
、
韓
競
人
(
清
州
)

三
六
名
中
の
二
八
名
を
武
臣
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
南
人
・
北
人
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
、
少
論
の
比
率
が
三

0
・
五
%
と
高
い
こ
と
、
老
論
は
四
四
・
四
%
と
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

(3) 

議

政

府

堂

上

-149ー

議
政
府
堂
上
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
賛
成
・
参
賛
と
粂
任
堂
上
と
か
ら
な
る
。

(
8
)
 

曹
剣
書
も
追
加
さ
れ
る
)
、
四
軍
管
長
官
、
四
都
留
守
、
左
・
右
溢
捕
盗
大
将
な
ど
は
例
乗
堂
上
(
議
政
府
堂
上
粂
任
が
指
定
さ
れ
た
)
と
さ
れ
た
。

ま
た
堂
上
中
か
ら
は
幹
事
役
と
し
て
定
員
四
名
の
有
司
堂
上
が
置
か
れ
、
議
政
府
の
事
務
を
統
轄
し
た
。

工
曹
以
外
の
五
曹
の
剣
書
(
一
八
七
一
年
三
月
下
旬
以
降
は
工

大
院
君
政
権
期
の
議
政
府
堂
上
就
任
者
の
線
数
は
一
六
二
名
で
あ
る
。
表
ー
に
掲
げ
た
議
政
・
剣
書
及
び
賛
成
・
参
賛
・
剣
予
の
就
任
者
の

う
ち
、
議
政
府
堂
上
に
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
者
は
哲
宗
期
か
ら
の
議
政
で
あ
る
鄭
元
容
・
金
左
根
・
趨
斗
淳
と
一
八
七
一
年
三
月
中
旬
以
前
に

工
曹
剣
書
に
の
み
就
任
し
た
李
嚢
重
・
金
東
献
・
手
致
容
・
宋
宗
沫
・
宋
来
照
(
い
ず
れ
も
老
論
)
と
を
併
せ
た
八
名
で
あ
り
、
表
1
に
掲
載
さ

れ
た
官
僚
の
う
ち
の
議
政
府
堂
上
就
任
者
は
一
一
一
一
九
名
で
あ
る
。
表
2
の
参
剣
就
任
者
の
う
ち
の
議
政
府
堂
上
就
任
者
は
李
寅
聾
・
李
鍾
承
・

金
永
爵
・
越
義
復
(
少
論
)
、
韓
敦
源
・
李
鶴
柴

373 

李
容
段
・
李
乗
文
・
李
邦
鉱
・
金
問
始
・
越
寧
夏
・
超
成
夏
・
金
輔
鉱
・
李
恒
老
(
老
論
)
、
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(
南
人
)
、

南
廷
盆
(
北
人
)

李
載
見
(
宗
室
)
の
一
六
名
で
あ
る
。
左
者
ノ

・
右
苛
ノ
就
任
者
の
う
ち
の
議
政
府
堂
上
就
任
者
は
白
楽
貞
(
老
論
)

一
名
の
み
で
あ
る
。
こ
の
他
に
金
箕
晩
(
老
論

・
光
山
金
氏
)

若
ノ致
義
(
老
論

・
海
卒
予
氏
)
、
申
錫
愚
(
老
論

・
卒
山
申
氏
)
、
梁
憲
沫
(
老
論
・
南

原
梁
氏
・
武
臣
)
、
李
臆
植
(
少
論

・
全
義
李
氏
・
武
臣
)
、
李
最
謄
(
宗
室
〉
の
六
名
で
あ
る
。
以
上
を
合
計
す
る
と
一
六
二
名
に
な
る
。

一
六
二
名
の
黛
涯
別
構
成
は
老
論
九
O
、
少
論
三
八
、
南
人

一
五
、
北
人
一
四
、
宗
室
三
、
西
北
人
一
、

分
類
不
明

一
で
あ
り
、
比
率
を
算

出
す
る
と
老
論
五
五

・
六
%
、
少
論
二
三

・
四
%
、
南
人
九

・
三

%
、
北
人
八
・
六
%
と
な
り
、
議
政

・
判
書
就
任
者
の
黛
波
別
比
率
と
大
き

く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
安
東
金
氏
二
ハ
、
老
論
の
全
州
李
氏
二
一
、
少
論
の
全
州
李
氏
六
、
老
論
の
卒

山
申
氏
五
、
老
論
の
豊
壌
越
氏
四
、
老
論
の
臨
興
関
氏
四
、
老
論
の
大
丘
徐
氏
四
の
順
と
な
り
、
議
政

・
剣
書
就
任
者
の
姓
氏
別
構
成
と
比
べ

る
と
、
老
論
の
全
州
李
氏
、
老
論
の
豊
壌
趨
氏
が
浮
上
す
る
な
ど
の
嬰
化
を
護
見
で
き
る
。

特
定
の
時
貼
に
お
け
る
議
政
府
堂
上
の
構
成
に
つ
い
て
は
、

上
等
の
名
簿
)
に
よ
り
、

各
月
一
日
現
在
の
構
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
大
院
君
政
権
期
の
『
議
政
府
謄
録
』
は
一
八
六
六
、

七
O
J
七
三
年
の
五
年
分
し
か
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
一
八
七
O
J
七
三
年
の
分
は
連
績
し
て
お
り
、
議
波
別
構
成
の
饗
動
を
跡
づ
け

『
議
政
府
謄
録
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る

「
朔
座
目
」

(
時
原
任
大
臣

・
議
政
府
堂

-150-

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
八
六
六
、

七
O
J
七
三
年
の
期
聞
に
議
政
府
堂
上
の
敷
は
七
一
名
か
ら
五
七
名
の
聞
を
動
き
、
六
O
名
歪
で
あ
る
月
が
大
牢
で
あ
っ
た
。

老
論
は
三
一
名
か
ら
四
三
名
の
聞
を
動
き
、
比
率
に
お
い
て
は
五
二
・
五
%
か
ら
六
一
・
五
%
の
聞
に
あ
り
、
絶
え
ず
三
O
名
蓋
の
数
と
過
字

数
の
比
率
を
占
め
て
い
た
。
少
論
は
二
ニ
J
一
九
名
の
聞
を
動
き
、
比
率
に
お

い
て
は
一
二
・
O
%
か
ら
二
九
・
O
%
の
聞
に
あ
り
、
絶
え
ず

一
O
数
名
の
数
と
二
O
%
蓋
の
比
率
を
占
め
て
い
た
。
南
人
は
一
八
六
六
年
、
七
一
年
か
ら
七
二
年
正
月
ま
で
は
四
J
五
名
で
あ
り
、
そ
の
比

率
は
六
J
八
%
で
あ
っ
た
が
、
七
二
年
二
月
以
降
は
六
名
に
増
え
、

七
三
年
に
は
七
J
八
名
と
な
り
、
そ
の
比
率
は
七
二
年
二
月
以
降
に
は
九

%
華
、
七
三
年
に
は

一一

J
一
三
%
蓋
へ
と
増
加
し
た
。
北
人
は

一
八
六
六
年
に
は
二
名
、
三
%
前
後
の
比
率
で
あ
っ
た
が
、
七
O
年
正
月
か

ら
七
二
年
正
月
の
聞
に
は
三
名
↓
四
名
↓
五
名
と
増
加
し
、
そ
の
比
率
も
四
%
蓋
↓
六
%
蓋
↓
七
J
八
%
蓋
と
増
し
た
。
北
人
の
最
大
教
は
一



八
七
二
年
二
月
か
ら
一

O
月
の
聞
に
お
け
る
六
名
で
あ
り
、
そ
の
比
率
も
九
%
に
達
し
た
が
、
七
二
年
一
一
月
以
降
は
五
名
↓
三
J
四
名
に
減

り
、
そ
の
比
率
も
八
%
蓋
↓
五
J
六
%
蓋
に
下
が
っ
た
。
南
人
・
北
人
を
併
せ
た
比
率
を
み
る
と
、
一
八
六
六
年
は
九
J
一
一
一
%
歪
で
あ
る

が
、
七

O
年
以
降
の
時
期
に
は
一
二
%
蓋
(
七
O
年
四
J
一
一
一
月
)
↓
一
三
%
蓋
(
七
一
年
正
J
四
月
)
↓
一
四
%
蓋
(
七
一
年
五
J
七
月
〉
↓
一
六

%
弱
か
ら
一
六
%
蓋
(
七
一
年
八
月
J
七
二
年
正
月
)
↓
一
八
J
一
九
%
蓋
ハ
七
二
年
二

i
一
一
一
月
)
と
増
え
績
け
、
七
三
年
正
月
の
二
0
・
0
%
、

同
二
月
空
二
・
三
%
(
寅
数
は
三
石
〉
が
頂
貼
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
七
三
年
三
月
か
ら
一
一
月
の
聞
も
一
七
J
一
九
%
蓋
を
保
っ
た
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
議
政
府
堂
上
の
黛
波
別
構
成
に
お
い
て
老
論
が
優
位
を
維
持
し
た
こ
と
、
少
論
も
安
定
し
た
勢
力
を
維
持
し
た
こ
と
、

南
人
・
北
人
は
一
八
七
一
年
以
降
の
大
院
君
政
擢
後
期
な
い
し
末
期
に
進
出
が
著
し
か
っ
た
こ
と
、
の
一
一
一
黙
を
指
摘
で
き
よ
う
。

本
項
の
最
後
に
有
司
堂
上
の
黛
波
別
構
成
を
示
そ
う
。
有
司
堂
上
の
就
任
者
は
徐
戴
淳
・
申
錫
轄
・
金
輔
鉱
・
金
輔
根
・
朴
珪
蕎
・
洪
鍾

序
・
洪
一
応
士
口
・
金
世
均
・
金
率
性
・
金
畑
准
・
金
有
淵
・
金
銅
喬
(
老
論
〉
、
曹
錫
雨
・
鄭
基
世
・
越
乗
昌
・
越
乗
徽
・
鄭
健
朝
(
少
論
)
、
李

老
論
二
一
、
少
論
五
、
南
人
一
の
構
成
で
あ
る
か
ら
、
老
論
が
極
め
て
優
越
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ま

た
老
論
の
安
東
金
氏
は
金
輔
根
・
金
世
均
・
金
畑
准
・
金
畑
喬
と
四
名
の
有
司
堂
上
を
出
し
、
姓
氏
別
に
は
最
大
の
勢
力
で
あ

っ
た
。

-151ー

承
輔
(
南
人
)
の
一
八
名
で
あ
る
。

(4) 

宣

恵

臆

堂

上

宣
恵
聴
は
大
同
法
関
係
の
財
政
を
管
掌
す
る
官
聴
で
あ
る
。
宣
恵
臆
提
調
〈
宣
恵
藤
堂
上
)
は
定
員
二
名
で
あ
る
が
、

例
粂
で
あ
り
、
残
る
一
名
が
二
品
以
上
の
官
僚
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
た
。
後
者
が
貫
際
に
は
宣
恵
臆
堂
上
と
稽
さ
れ
、
戸
曹
判
書
と
と
も
に
財

一
名
は
戸
曹
剣
書
の

政
の
中
植
を
掌
握
す
る
重
要
な
官
職
で
あ
っ
た
。

大
院
君
政
権
期
の
宣
恵
臆
堂
上
就
任
者
は
金
煩
皐
・
朴
珪
蕎

・
洪
鍾
序
・
金
世
均
(
老
論
〉
、

李
承
輔
〈
南
人
)
の
五
名
で
あ
り
、

こ
の
順
に

在
任
し
た
。

375 
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(5) 

歪
章
閣
の
官
職

査
章
閣
は
歴
代
園
王
の
著
作
物
や
宵
像
重
を
管
理
す
る
官
醸
で
あ
る
が
、
そ
の
官
職
で
あ
る
提
皐
(
二
名
、
従
二
品
よ
り
従
一
品

γ
直
提
翠

(
二
名
、
正
三
品
遁
政
大
夫
よ
り
従
二
品
〉
・
直
閣
(
一
名
、
従
六
品
よ
り
正
三
品
通
訓
大
夫
)
・
待
数
(
一
名
、
正
九
品
よ
り
正
七
品
)
は
園
王
の
側
近
に

侍
す
る
清
要
の
官
職
と
さ
れ
、
直
閣

・
待
敬
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
そ
の
後
の
速
い
昇
進
を
約
束
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
官

職
に
は
検
校
官
(
前
任
者
を
優
遇
す
る
た
め
の
官
職
)
が
置
か
れ
、
現
任
の
官
、
検
校
官
、
原
任
官
(
検
校
官
に
任
命
さ
れ
て
い
な
い
前
任
官
)
を
併
せ

て
閣
臣
と
線
稽
さ
れ
、
園
王
へ
の
入
侍
召
見
の
機
舎
が
し
ば
し
ば
あ
っ
て
、
園
王
の
顧
問
に
備
え
、
宮
中
儀
瞳
・
祭
把
な
ど
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
に
歪
章
閣
の
官
職
は
す
こ
ぶ
る
重
要
な
の
で
、
堂
上
官
で
あ
る
提
皐

・
直
提
皐
の
就
任
者
に
限
ら
ず
、
直
閣
・

待
数
の
就
任
者
に
つ
い
て
も
、

そ
の
構
成
を
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。

- 152ー

提
皐
八
名

大
院
君
政
権
期
の
歪
章
閣
の
四
官
職
へ
の
就
任
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

李
景
在

・
金
皐
性
・
金
銅
園

・
洪
淳
穆
・
申
錫
糟

・
金
大
根
(
老
論
)
、
曹
錫
雨
(
少
論
)
、
李
承
輔
(
南
人
)

直
提
率
二
ニ
名

金
畑
地
・
金
輔
鉱

・
越
寧
夏

・
関
升
鏑
・
越
成
夏
・
趨
慶
鏑

・
李
鏑
俊
(
老
論
)
、

弔ア滋
一息
(
少
論
)
、

李
承
輔
・
韓
敬
源

(
南
人
)
、
南
廷
順
(
北
人
)
、
李
載
元
・
李
載
目
先

2
雲
エ
)

直
閣
七
名

李
世
用

・
閲
升
鏑

・
金
永
寄

・
李
鏑
翼
(
老
論
〉
、
朴
鳳
彬
(
少
論
)
、
洪
段
模
(
南
人
)
、
萎
費
〈
北
人
)

洪
承
億
・
趨
寧
夏

・
越
慶
鏑

(
老
論
)
、
金
演
蕎

(
少
論
〉
、
韓
者
東
(
南
人
〉
、
金
歪
賦
(
北
人
)
、
李
載
目先
(
宗
室
)

待
数
七
名

老
論
は
提
皐
八
名
中
六
名
、
直
提
率
二
二
名
中
七
名
、
直
閣
七
名
中
四
名
、
待
数
七
名
中
三
名
で
あ
り
、
提
皐
に
お
い
て
は
優
越
し
て
い
る

が
、
直
提
摩
・
直
閣
に
お
い
て
は
辛
う
じ
て
過
牢
敷
で
あ
り
、
待
数
に
お
い
て
は
牢
数
を
割
っ
て
い
る
。
南
人
は
四
官
職
の
す
べ
て
に
、
北
人

は
直
提
皐
以
下
の
三
官
職
に
就
任
し
て
お
り
、
少
論
と
勢
力
が
匹
敵
し
て
い
る
。



(6) 

弘
文
館
・
嘉
文
館
の
堂
上

弘
文
館
は
経
籍
の
蒐
集
保
管
、
園
王
の
数
書
等
の
文
書
の
作
成
を
捨
嘗
し
、
園
王
の
顧
問
に
備
え
た
官
聴
で
あ
る
。
そ
の
官
職
に
は
大
提
皐

(
一
名
、
正
二
品
〉
・
提
事
(
一
名
、
従
二
品

γ
副
提
翠
(
一
名
、
正
三
品
通
政
大
夫
)
・
直
提
事
(
承
政
院
都
承
旨
の
岳
就
任
〉

・
典
翰
〈
従
一
二
品
〉
・
鹿
数

副
提
準
以
下
は
園
王
へ
の
進
講
を
措
賞
す
る
経
鑑
の
官
職
を
乗
ね
た
。
義
文
館
は
園
王
の
教
書
や
僻
令
の
作
成
を

ハ
従
三
品
)
な
ど
が
あ
り
、

措
賞
す
る
官
酷
で
あ
り
、
そ
の
官
職
に
は
大
提
皐
(
一
名
、
正
二
品

γ
提
皐
(
一
名
、
従
二
品
)
な
ど
が
あ
っ
た
。

(
9〉

弘
文
館
大
提
皐
は
華
文
館
大
提
翠
・
知
成
均
館
事
を
品
兼
ね
、
文
衡
と
稽
さ
れ
た
が
、
極
め
て
重
要
な
儀
雄
が
あ
る
時
な
ど
に
の
み
任
命
さ
れ

る
官
職
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
提
拳
は
も
ち
ろ
ん
、
弘
文
館
の
提
皐

・
副
提
率
、
華
文
館
提
撃
は
儒
周
干
の
翠
識
と
優
れ
た
文
章
能
力
を
要
求
さ
れ

た
名
審
あ
る
官
職
で
あ
っ
た
。
ま
た
大
提
皐
の
任
命
に
際
し
て
は
時
原
任
大
臣

・
前
大
提
闘
争
・
賛
成

・
参
賛

・
六
曹
剣
書
な
ど
(
文
匡
〉
が
禽

同
し
て
、
そ
の
候
補
者
数
名
を
圏
貼
を
附
し
た
投
票
に
よ
り
選
ん
で
園
王
に
推
薦
し
(
こ
れ
を
衡
圏
と
穣
す
る
〉
、
園
王
が
そ
の
中
の

一
名
を
任
命

す
る
と
い
う
手
績
が
取
ら
れ
た
。
こ
の
衡
固
に
選
ば
れ
る
こ
と
自
瞳
も
名
春
あ
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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大
院
君
政
権
期
の
大
提
拳
就
任
者
は
朴
珪
蕎
(
老
論
、
一
八
七
一
年
二
月
)
、
趨
性
教
(
南
人
、
七
二
年
正
月
〉
の
二
名
で
あ
る
。

者
は
右
の
二
名
の
他
に
は
予
定
鉱
・
申
錫
稽
(
老
論
)
、
李
敦
字
(
少
論
)
、
金
世
錆
(
北
人
)
の
四
名
で
あ
っ
た
。

衡
圏
の
被
選

弘
文
館
提
皐
の
就
任
者
は
金
畑
雲
・
朴
珪
蕎
・
洪
鍾
序
・
李
鰹
在
・
金
大
根
・
李
輿
敏
・
苦
ノ
致
定
・
申
錫
椿
・
洪
祐
士
口
・
洪
鍾
躍
・
洪
淳

穆

・
金
皐
性

・
金
世
均

・
李
浮
・
越
基
雁

・
申
麿
朝

・
宋
近
沫
・
金
在
額

・
金
向
鉱
・
金
盆
文
〈
老
論
)
、
曹
錫
雨
・
趨
乗
徽

・
鄭
基
世
・
金
永

爵
・
李
是
遠

・
越
乗
昌
・
臭
取
善

・
李
源
命

・
朴
、
氷
輔
・
林
肯
沫
(
少
論
〉
、
萎
時
永
・
李
明
迫

・
柳
厚
枠

・
屋
、遇
亨
・
趨
性
教
・
李
承
輔

・
許

停
(
南
人
)
、
任
百
経

・
朴
承
輝

・
萎
諾
・
宋
廷
和
・
巌
錫
鼎
(
北
人
)
の
四
二
名
で
あ
る
。
黛
涯
別
構
成
は
老
論
二

O
、
少
論

一
O
、
南
人

七
、
北
人
五
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
老
論
四
七
・
六
%
、
少
論
二
三
・
八
%
、
南
人
一
六
・
七
%
、
北
人
一
一
・
九
%
と
な
る
。
老
論
が
字
数

を
割
り
、
南
人
・
北
人
を
併
せ
る
と
少
論
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

377 
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翠
文
館
提
皐
の
就
任
者
は
清
ノ
致
定

・
朴
珪
蕎

・
金
輔
根

・
李
埠

・
金
箕
晩

・
洪
結
健

・
李
経
在
・
金
皐
性

・
金
問
徳

・
南
相
官
・
李
輿
敏

・

金
世
均

・
洪
淳
穣

・
申
錫一一帽

・
金
大
根

・
申
鷹
朝
・
洪
鍾
序

・
金
在
頴

・
超
基
謄

・
金
盆
文

・
金
向
鉱

・
徐
承
輔
(
老
論
)
、
鄭
基
世

・
臭
取

善
・
李
参
鉱

・
徐
憲
淳

・
越
乗
徽

・
曹
錫
雨
・
越
得
林
・
越
乗
昌

・
李
源
命
・
林
肯
沫
(
少
論
〉
、
萎
時
永

・
李
明
迫

・
趨
性
教

・
崖
遇
亨

・
李

承
輔
(
南
人
)
、
朴
承
輝
・
菱
諾
(
北
人
)
の
三
九
名
で
あ
る
。
黛
波
別
構
成
は
老
論
二
二
、
少
論
一

O
、
南
人
五
、
北
人
二
で
あ
り
、
そ
の
比

率
は
老
論
五
六

・
四
%
、
少
論
二
五
・
六
%
、
南
人

一
二
・

八
%
、
北
人
五

・一

山
初
で
あ
る
。
謹
文
館
提
皐
就
任
者
に
お
い

て
は
老
論
が
過
半

数
を
占
め
、
南
人

・
北
人
の
起
用
は
弘
文
館
提
皐
へ
の
起
用
よ
り
も
少
な
い
。

弘
文
館
副
提
鼠
干
の
就
任
者
は
金
用
地
・

越
成
夏

・
食
致
善
・

李
錆
俊

・
越
寧
夏
・
関
升
錆

・
金
用
弼

・
越
慶
錆

・
李
明
麿

・
越
敬
夏
(
老

論
)
、
李
淳
翼

・
鄭
健
朝

・
李
寅
命
(
少
論
)
、
李
承
輔

・
洪
遠
植
ハ
南
人
〉
、
任
承
準
(
北
人
)
、
李
載
元
・
李
載
見

2
套
る
の

一
八
名
で
あ
る
。

そ
の
黛
波
別
構
成
は
老
論
一

O
、
少
論
三
、
南
人
二
、
北
人
一
、
宗
室
二
で
あ
り
、
老
論
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。

(7) 

承
政
院
の
承
旨
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承
政
院
は
王
命
の
出
納
を
捻
嘗
す
る
官
酷
で
あ
り
、
都
承
旨

・
左
承
旨

・
右
承
旨

・
左
副
承
旨

・
右
副
承
旨
・
同
副
承
旨
〈
各

一
名、

正
三
品

通
政
大
夫
)
が
属
す
る
。

都
承
出
回
一
は
承
旨
の
長
で
あ
っ
て
、
都
承
旨
に
任
命
さ
れ
た
者
は
次
に
承
旨
に
任
命
さ
れ
た
と
き
も
都
承
旨
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
品
階
は
従
二
品
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
れ
に
正
二
口
聞に
昇
進
し
て
粂
都
承
旨
〈
知
中
編
府
事
と
の
粂
任
に
な
る
)

と
稽
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

大
院
君
政
権
の
承
旨
就
任
者
の
綿
敷
は
四
三
五
名
に
達
す
る
。
そ
の
氏
名
を
列
事
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
許
さ
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
議
波
別

姓
氏
別
構
成
の
教
の
み
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
議
波
別
構
成
は
老
論

一
九
四
、
少
論

一
O
二
、
南
人
六
回
、
北
人
三
三
、
宗
室
二
、
松
都
・
西

北
人
八
、

分
類
不
明
二
二
、
本
貫
不
明

一
O
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
老
論
四
四
・
六
%
、
少
論
二
三
・
四
%
、
南
人
一
四
・
七
%
、
北
人
七
・

六
%
と
な
る
。
分
類
不
明

・
本
貫
不
明
が
総
数
の
七
・
四
%
に
及
ぶ
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
老
論
が
牢
敷
を
割
っ
て
い
る
こ
と
は



注
目
さ
れ
る
。
武
臣
の
承
旨
の
綿
教
は
七
三
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
涯
別
構
成
は
老
論
三

O
、
少
論
二
O
、
南
人
一

O
、
北
人
八
、

分
類
不
明

四
、
本
貫
不
明
一
で
あ
る
。

姓
氏
別
構
成
は
四
黛
汲
に
つ
い
て
の
み
示
す
が
、
薫
涯
ご
と
の
姓
氏
敷
は
老
論
四
六
、
少
論
三
七
、
南
人
三
二
、
北
人

一
三
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
三
名
以
上
の
承
旨
を
出
し
た
姓
氏
を
記
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

老
論

全
州
李
氏
二
四
、
安
東
金
氏

一
四
、
南
陽
洪
氏

一一

、
畳
一環
越
氏

一
O
、
徳
水
李
氏

・
光
山
金
氏
各
八
、
卒
山
申
氏
・
大
丘
徐
氏
・

杷
糧
食
氏
各
七
、
潜
南
朴
氏
・
海
卒
予
氏
・
青
松
沈
氏
・
臨
興
関
氏
各
六
、
清
風
金
氏

・
延
日
鄭
氏
各
五
、
延
安
李
氏

・
延
安
金
氏
・
豊

山
洪
氏

・
楊
州
超
氏

・
宜
寧
南
氏
各
四
、
全
義
李
氏
・
韓
山
李
氏
・
牛
峰
李
氏

・
披
卒
予
氏

・
林
川
越
氏
各
三

少
論

北南
人人

豊
壌
越
氏
九
、
全
州
李
氏
八
、
全
義
李
氏
・
渚
南
朴
氏
各
七
、
技
卒
予
氏
六
、
東
莱
鄭
氏
・
大
丘
徐
氏
各
五
、
卒
壌
趨
氏
四
、
慶
州

李
氏
・
延
安
李
氏
・
南
陽
洪
氏

・
卒
山
申
氏
・
菅
州
美
氏

・
昌
寧
曹
氏

・
羅
州
林
氏
各
三

員
賓
李
氏

・
豊
山
洪
氏

・
清
州
韓
氏
各
五
、
慶
州
李
氏

・
漢
陽
越
氏
各
四
、
全
州
李
氏
・
豊
山
柳
民
・
安
東
樺
氏

・
仁
同
張
氏
各
三

宜
寧
南
氏
六
、
全
州
李
氏
・
豊
川
任
氏
各
五
、
威
卒
李
氏

・
清
風
金
氏
各
三
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次
に
都
承
旨
の
就
任
者
を
示
す
と
、
関
致
庫
・
散
致
善

・
李
輿
敏
・
趨
鳳
夏
・
朴
珪
害時

・
趨
乗
協
・
金
煩
地
・
越
成
夏

・
越
寧
夏

・
金
輔

鉱

・
金
畑
弼
・
沈
承
津

・
関
升
鏑

・
李
錆
俊

・
金
有
淵

・
李
洗
鷹
・
洪
鍾
喪
・
晋
ノ
乗
鼎

・
金
元
植

・
姐
慶
鏑

・
問
歪
鏑
・
朴
斉
寅
(
老
論
)
、
李

裕
膚

・
曹
錫
元
・
李
建
弼

・
越
照
哲

・
鄭
基
禽
・
越
寅
照

・
鄭
範
朝
ハ
少
論
)
、
李
承
輔
-
t
一
文
蘭
馨

・
越
性
教

・
李
能
饗

・
韓
敬
源
(
南
人
〉
、

金
世
鏑
・
南
廷
順
・
任
麿
準
(
北
人
〉
、
李
載
元
・
李
載
田
先

2
芸
品
〉
の
三
九
名
で
あ
る
。
そ
の
黛
波
別
構
成
は
老
論
二
二
、
少
論
七
、
南
人
五
、

北
人
三
、
宗
室
二
で
あ
り
、
比
率
を
算
出
す
る
と
老
論
五
六

・
四
%
、
少
論

一
七
・

九
%
、
南
人
二
一

・
八
%
、
北
人
七
・
七
%
と
な
る
。

(8) 

軍
管
長
官
及
び
三
軍
府
堂
上

379 

大
院
君
政
擢
嘗
時
、
首
都
に
配
置
さ
れ
て
い
た
兵
圏
は
訓
錬
都
監
・
禁
衛
営
・
御
営
臆
・
摺
戎
聴
の
四
軍
替
で
あ
っ
た
。

各
軍
管
長
官
(
各
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一
名
)
は
そ
れ
ぞ
れ
訓
錬
大
賂
(
従
二
品
)
・
禁
衛
大
賂
(
従
二
品
)
・
御
告
大
賂
(
従
二
品
〉
・
摺
戎
使
(
金
一
品
)
で
あ
る
。

六
六
年
四
月
に
軍
管
長
官
の
品
階
を
正
二
品
に
改
め
、
そ
の
地
位
を
高
め
た
。

大
院
君
政
権
は
一
八

四
軍
管
長
官
の
就
任
者
は
金
病
園
・
任
泰
瑛
・
金
煩
翼
・
李
景
夏
・
李
周
苗
・
申
橋
・
李
容
照
・
李
圭
徹
・
李
元
照
・
梁
憲
沫
(
老
論
)
、
許

築
・
申
命
淳
・
金
鍵
・
李
章
糠
・
鄭
岐
源
(
少
論
)
、
李
顛
覆
(
南
人
)
、
任
一
商
準
(
北
人
)
の
一
七
名
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
二
皆
も
し
く
は
一
一
一

皆
の
長
官
に
就
任
し
た
者
が
八
名
あ
る
。
一
七
名
の
黛
涯
構
成
は
老
論
一

O
、
少
論
五
、
南
人
一
、
北
人
一
で
あ
る
。
大
院
君
政
権
初
期
に
哲

宗
期
か
ら
縫
績
し
て
在
任
し
て
い
た
金
畑
園
・
金
納
糞
を
除
い
て
、
残
り
の
一
五
名
は
武
臣
で
あ
る
。

軍
管
に
準
ず
る
機
関
と
し
て
は

首
都
の
警
察
行
政
を
捲
賞
し
た
左
溢
捕
盗
聴
・
右
溢
捕
盗
聴
が
あ
る
。

そ
の
長
官
で
あ
る
左
溢
捕
盗
大

賂
・
右
迭
捕
盗
大
路
(
各
一
名
、
埜
一
品
〉
の
就
任
者
は
任
泰
瑛
・
李
景
夏
・
李
周
詰
・
李
邦
鉱
・
李
元
照
・
李
鍾
承
・
梁
憲
沫
・
白
笑
貞
(
老

論
)
、
許
築
・
李
景
宇
・
申
命
淳
・
李
東
鉱
・
李
一
章
糠
・
許
摺
・
趨
義
復
(
少
論
)
、
李
鶴
柴
(
南
人
〉
の
一
六
名
で
あ
る
。
す
べ
て
が
武
臣
で
あ

り
、
そ
の
黛
振
別
構
成
は
老
論
八
、
少
論
七
、
南
人
一
で
あ
っ
た
。
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以
上
の
軍
営
・
捕
盗
聴
の
他
に
、
大
院
君
政
権
は
一
八
六
八
年
三
月
に
軍
政
機
関
と
し
て
三
軍
府
を
新
設
し
た
。
三
軍
府
の
堂
上
と
し
て
は

領
三
軍
府
事
(
時
原
任
大
臣
中
の
軍
管
長
官
経
験
者
か
ら
任
命
〉
・
剣
三
軍
府
事
(
正
一
品
輔
圏
崇
線
大
夫
〉
・
行
知
三
軍
府
事
(
従
一
品
〉
・
知
三
軍
府
事

(
正
二
品
〉
が
置
か
れ
た
。
三
軍
府
堂
上
の
就
任
者
は
領
三
軍
府
事
金
左
根
、

剣
三
軍
府
事
金
銅
翼
・
金
痢
園
を
除
け
ば
す
べ
て
武
臣
で
あ
っ

(
叩
)

た
。
こ
れ
ら
武
臣
の
三
軍
府
堂
上
は
軍
管
長
官
及
び
そ
の
経
験
者
、
三
道
水
軍
統
制
使
・
鎮
撫
使
及
び
そ
れ
ら
の
経
験
者
で
あ
っ
た
。

論)、 武
臣
の
三
軍
府
堂
上
(
剣
三
軍
府
事
以
下
)
就
任
者
は
李
圭
徹
・
申
椿
・
李
景
夏
・
李
周
苗
・
李
容
照
・
李
元
照
・
李
載
鳳
・
梁
憲
沫
(
老

李
景
字
・
申
命
淳
・
金
鍵
・
李
一
章
澱
・
鄭
岐
源
・
金
善
弼
(
少
論
)
、
李
顕
榎
(
南
人
)
、
任
一
商
準
(
北
人
)
、
鄭
圭
鷹
・
察
東
健
(
分
類
不

明
)
の
一
八
名
で
あ
る
。
そ
の
黛
波
別
構
成
は
老
論
八
、
少
論
六
、
南
人
一
、
北
人
一
、
分
類
不
明
二
で
あ
る
。



南
人
・
北
人
の
登
用
横
大
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
重
要
官
職
の
黛
涯
別
姓
氏
別
構
成
の
分
析
に
基
づ
い
て
、

い
く
つ
か
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
一
つ
は
大
院
君
政
権
期

に
お
け
る
南
人
・
北
人
の
登
用
の
撰
大
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
貼
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

宗
期
以
前
に
は
南
人
・
北
人
の
重
要
官
職
へ
の
登
用
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
哲

純
一
極
・
憲
宗
・
哲
宗
期
(
一
八
O
O年
七
月
J
六
三
年
一
二
月
)
は
主
と
し
て
老
論
の
安
東
金
氏
に
よ
る
世
道
政
治
(
外
戚
政
治
〉
が
行
な
わ
れ

(

日

)

た
時
期
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
議
政
・
剣
書
就
任
者
線
教
は
二
六
五
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
涯
別
構
成
は
老
論
二
ハ
二
〈
う
ち
安
東
金
氏
三
一
)
、

少
論
八
て
南
人
一
四
、
北
人
八
で
あ
る
。
そ
の
比
率
を
算
出
す
る
と
老
論
六
一
・
一
%
、
少
論
一
ニ

0
・
六
%
、
南
人
五
・
三
%
、
北
人
三
・

O
%
と
な
る
。
以
上
の
黛
波
別
比
率
と
大
院
君
政
権
期
の
黛
波
別
比
率
を
比
較
す
る
と
、
老
論
が
五
・
O
%
、
少
論
が
六
・
一
%
、
大
院
君
政

擢
期
に
減
少
し
た
の
に
割
し
、
南
人
は
三
・
三
%
、
北
人
は
六
・
四
%
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
南
人
・
北
人
の
議
政
・
剣
書
就
任
者

の
敷
を
比
較
す
る
と
、
純
租
・
憲
宗
・
哲
宗
期
の
六
三
年
聞
に
南
人
一
四
、
北
人
八
で
あ
っ
た
の
に
封
し
、
大
院
君
政
権
期
の
一

0
年
聞
に
南
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人
一
二
、
北
人
二
ニ
で
あ
る
か
ら
、
大
院
君
政
権
期
に
お
け
る
南
人
・
北
人
の
登
用
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
六
三
年
聞
に
お
け
る
登
用
と
ほ
ぼ

等
し
い
〈
南
人
〉
か
、
そ
れ
さ
え
大
き
く
上
回
る
〈
北
人
)
規
模
に
旗
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

(

ロ

)

次
に
『
清
選
考
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
重
要
官
職
就
任
者
一
覧
に
基
づ
い
て
、
最
後
の
南
人
政
権
が
倒
れ
た
一
六
九
四
年
三
月
の
政
饗
(
甲

戊
換
局
〉
か
ら
哲
宗
期
ま
で
の
約
一
七

0
年
聞
に
、
重
要
官
職
に
南
人
・
北
人
が
ど
の
程
度
登
用
さ
れ
た
の
か
を
調
べ
て
み
た
。

そ
の
結
果
を

官
職
別
に
示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

議
政
ぃ
南
人
の
禁
酒
恭
(
一
七
八
八
年
右
議
政
。
の
ち
領
議
政
に
至
る
)
の
み
で
あ
る
。

吏
曹
剣
書
日
南
人
は
沈
檀
(
一
七
二
一
)
、
北
人
は
南
泰
斉
(
一
七
六
七
)
の
各
一
名
の
み
で
あ
る
(
括
弧
内
は
就
任
年
次
。
以
下
同
じ
)
。

兵
曹
剣
書
日
南
人
は
李
之
億
(
一
七
六
三
〉
・
察
済
恭
(
一
七
七
O
〉
・
洪
名
漢
(
一
七
七
四
〉
・
権
擁
ハ
一
七
九
七
)
・
韓
致
鷹
ハ
一
八
二
一
)
・
柳
相

381 
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一
昨
(
一
八
三
二
〉

・
洪
命
周
(
一
八
三
九
)
の
七
名
、

北
人
は
南
泰稿用

(
一
七
六
三
)
・
南
泰
禽
(
一
七
六
七
)
・
予
塾
(
一
七
八
九
プ
南
履
翼
(
一
八
二

七
)
・
南
献
敬
三
八
五
九
〉
の
五
名
で
あ
る
。
首
一
該
期
聞
の
兵
曹
剣
書
就
任
者
総
数
は
二
五
O
名
で
あ
っ
た
か
ら
南
人

・
北
人
の
占
め
た
比
率

は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

戸
曹
剣
書

・
宣
恵
臆
堂
上

ぃ
南
官
職
に
は
南
人
・
北
人
と
も
に

一
名
の
登
用
者
も
無
か
っ
た
。

備
過
司
有
司
堂
上
一
議
政
府
有
司
堂
上
の
前
身
で
あ
る
。

英
租

・
正
粗
期
(
一
七
二
四
l
一八
O
O
)
に
南
人
の
擢
以
鎮

・
察
済
恭
の
二
名
が

就
任
し
た
だ
け
で
あ
る
。

大
提
間
四
千
円
北
人
の
菱
銀
(
一
七
O
八
)
だ
け
で
あ
る
。

弘
文
館
提
皐

一
南
人
は
英
租
期
(
一
七
二
四
J
七
六
)
の
察
彰
胤

・
臭
光
運
、

正
組
期
(
一
七
七
六
l
一八
O
O〉
の
丁
範
組
の
三
名
で
あ
り

北
人
は
粛
宗
甲
成
換
局
後
の
時
期
三
六
九
四
J
一
七
二

O
)
の
菱
銀
の
み
で
あ
る
。

都
承
旨
日
嘗
一
該
時
期
に
南
人
二
二
名
、

北
人
二
六
名
が
登
用
さ
れ
て
い
る
が

純
組

・
憲
宗

・
哲
宗
期
に
限
る
と
南
人
は
韓
致
麿

・
李
儒
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弘
文
館
副
提
率
い
景
宗
期
(
一'壬

δ
よ
一
四
)
に
南
人
の
擢
重
経
、
英
租
期
に
南
人
の
擢
相
一
が
就
任
し
た
だ
け
で
あ
る
。

慶
(
純
租
期
)
、
権
大
肯
(
態
。
ホ
期
)
、
李
明
迫
(
哲
宗
期
)
の
四
名
、

北
人
は
宋
知
澱

・
宋
鮮
漉
〈
純
租
期
)

任
百
経
(
哲
宗
期
)
の
三
名
に
過
ぎ

な
い
(
残
り
の
四

一
名
の
氏
名
は
省
略
す
る
)
。

査
章
閣
の
官
職

日
査
章
閣
は
一

七
七
六
年
に
設
置
さ
れ
た
が

哲
宗
期
ま
で
の
歪
章
閣
の
官
職
へ
の
就
任
者
組
数
は

一一

六
名
で
あ
る
(
複

こ
の
う
ち
南
人
は
察
湾
恭
〈

一
七
七
七
年
に
提
翠
に
就
任
)
の
み
で
あ
り
、
北
人
の
登
用
者

放
の
官
職
に
就
任
し
た
者
は
重
複
し
て
数
え
て
い
な
い
)
。

は

一
人
も
無
か

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
甲
戊
換
局
か
ら
哲
宗
期
ま
で
南
人

・
北
人
は
重
要
官
職
に
は
極
め
て
少
数
し
か
登
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が

司
て
大
院
君
政
権
期
に
南
人

・
北
人
併
せ
て
四
名
の
議
政
が
登
用
さ
れ
、
政
擢
末
期
の

一
年
聞
に
は
二
名
の
議
政
を
南
人

・
北
人
が
占
め
た
こ

と
は
、
権
力
構
造
に
お
け
る
大
き
な
饗
動
で
あ
っ
た
。
吏
曹
剣
書
に
南
人
五
名
、
北
人
六
名
が
登
用
さ
れ
、
雨
者
併
せ
た
比
率
が
二
六

・
八

%



に
な
っ
た
が
、
甲
民
換
局
か
ら
哲
宗
期
ま
で
に
南
北
併
せ
て
僅
か
に
二
名
の
登
用
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
著
し
い
登
用
横
大

で
あ
っ
た
。
ま
た
老
論
・
少
論
が
ほ
ぼ
完
全
に
濁
占
し
て
き
た
大
提
皐
へ
の
南
人
の
登
用
、
同
じ
く
室
章
閣
の
官
職
へ
の
南
人
四
名
・
北
人
三

名
も
の
大
量
登
用
は
南
人
・
北
人
の
勢
力
回
復
を
示
す
も
の
で
あ
?
た
。
弘
文
館
提
皐
や
都
承
旨
へ
の
南
人
・
北
人
の
進
出
も
額
著
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
大
院
君
政
権
期
に
お
け
る
中
央
の
重
要
官
職
へ
の
南
人
・
北
人
の
登
用
接
大
は
、
先
行
す
る
一
七

0
年
聞
に
は
無
か
っ
た
ほ

ど
慶
範
園
に
し
て
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
、
南
人
・
北
人
の
登
用
横
大
に
は
次
の
よ
う
な
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
南
人
・
北
人
の
登
用
横
大
は
従
来
の
四
色
黛
汲
聞
の

力
関
係
を
饗
え
よ
う
と
す
る
動
き
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
南
人
・
北
人
は
第
三
・
第
四
の
勢
力
の
地
位
か
ら
は
つ
い
に
脱
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
南
人
・
北
人
が
財
政
の
中
植
を
握
る
戸
曹
剣
書
・
宣
恵
聴
堂
上
の
地
位
に
は
、
甲
民
換
局
か
ら
哲
宗
期

(

臼

)

ま
で
の
時
期
に
引
績
い
て
準
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

宗
室
・
稽
涯
及
び
武
臣
の
登
用
横
大
に
つ
い
て
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本
節
に
お
い
て
は
、

ま
ず
宗
室
・
瑳
涯
の
登
用
旗
大
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
大
院
君
政
権
は
、
宗
室
の
官
臆
で
あ
っ
た
宗
親
府
の
蹟
大
強
化

一
八
六
四
年
八
月
に
宗
親
府
に
宗
正
卿
の
官
職
を
新
設
し
て
、
従
二
品
以
上
の
瑳
波
(
歴
代
園
王
の
諸
王
子
に
出
自
す
る
全
州
李
氏
の

諸
波
)
の
官
僚
を
こ
れ
に
任
じ
た
。
つ
い
で
六
五
年
七
月
に
は
宗
正
卿
は
領
宗
正
卿
(
大
君
、
王
子
君
〉
・
剣
宗
正
卿
(
大
臣
及
び
正
一
品
)
・
知
宗

正
卿
(
従
一
品
・
正
二
品
)
・
宗
正
卿
(
従
二
品
)
に
分
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
官
職
に
は
定
員
が
無
く
、
宗
室
・
稽
涯
の
従
二
品
以
上
で
あ
れ
ば
任

命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
院
君
政
権
は
他
に
も
多
く
の
宗
室
・
溶
涯
優
遇
策
を
貫
施
し
て
、
全
州
李
氏
の
結
集
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の

政
策
の
結
果
と
し
て
政
権
上
層
部
に
お
け
る
全
州
李
氏
の
勢
力
は
ど
の
程
度
に
擦
大
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

を
は
か
り
、
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表

1
の

大

院

君

政

権

期

の

議

政

・

剣

書

就

任

者

の

う

ち

、

ま

た

宗

室

を

含

め

て

集

計

す

る

と

一

七

名

に

な

る
。
こ
れ
は
線
数
の
=
了
二
%
に
あ
た
り
、
老
論
の
安
東
金
氏
の
一
四
名
を
上
回
る
敷
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
し
て
純
租
・
憲
宗
・
哲
宗
期

全
州
李
氏
を
黛
涯
を
問
わ
ず
、
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の
議
政
・
剣
書
就
任
者
の
う
ち
、
全
州
李
氏
の
全
議
汲
合
計
を
出
す
と
一
一
一
一
名
(
老
論
一
二
、
少
論
一

O
)、
線
数
の
八

・
三
%
に
な
る
。
雨
者
の

比
率
を
比
べ
る
と
、
全
州
李
氏
の
勢
力
は
大
院
君
政
権
期
に
は
純
租

・
憲
宗
・
哲
宗
期
の
一
・
五
倍
に
増
大
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
表
2
に
よ
り
大
院
君
政
権
期
の
参
剣
就
任
者
の
う
ち

全
州
李
氏
の
全
議
採
合
計
(
分
類
不
明
者
も
含
む
〉
を
出
す
と
二
一
名
、
線
数
の

一

四・

O
%
と
な
り
、
老
論
の
安
東
金
氏
の
九
名
を
大
き
く
引
離
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
大
院
君
政
権
期
に
は
、
全
州
李
氏
は
宗
親
府
の
機
構
や
宗
室

・
溶
汲
優
遇
政
策
な
ど
に
媒
介
さ
れ
て
、
老
論
の
安
東
金
氏
を
も
上

回
る
よ
う
な
一
大
勢
力
と
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
武
臣
の
登
用
の
鎖
大
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。
そ
の
第
一
は
前
述
し
た
よ
う
に
軍
管
長
官
就
任
者
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
武
臣
が
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
武
臣
の
勢
力
増
大
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
純
粗

・
憲
宗

・
哲
宗
期
に
は
安
東
金
氏
、
盟
壌
越
氏
、
南
陽

洪
氏
、
潜
南
朴
氏
な
ど
の
外
戚
が
軍
管
長
官
に
多
く
就
任
し
て
い
る
し
、
間
氏
政
権
期
に
は
臨
興
関
氏
が
軍
管
長
官
に
就
任
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
時
期
に
は
武
臣
が
軍
管
長
官
に
就
任
す
る
機
舎
が
外
戚
長
官
の
存
在
に
よ
り
狭
め
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
大
院
君
政
擢

期
に
は
そ
の
機
舎
が
横
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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第
二
は
武
臣
の
剣
書
就
任
者
の
増
大
で
あ
る
。
表
1
に
一
示
す
よ
う
に
大
院
君
政
権
期
に
お
け
る
武
臣
の
剣
書
就
任
者
は

一
八
名
で
あ
り
、
議

政
・
剣
書
就
任
者
線
数
の

一
二
・
九
%
を
占
め
る
。
純
租

・
憲
宗

・
哲
宗
期
に
お
け
る
武
臣
の
判
書
就
任
者
は
申
大
額

・
李
莞
憲

・
白
師
閤
・

(

日

)

李
惟
秀
・
任
聖
泉
・
柳
相
弼
・
李
圭
徹
・
申
観
浩
(
老
論
)
、
李
得
済
・
李
海
愚
・
柳
相
亮
・
金
焼
・
李
腰
植
・
李
景
純
(
少
論
)
の
一
四
名
で

あ
り
、
議
政
・
剣
書
就
任
者
線
数
の
五

・
三
%
に
な
る
。
大
院
君
政
権
期
に
お
け
る
武
臣
の
剣
書
登
用
は
、
比
率
の
面
か
ら
み
る
と
、
純
組
・

憲
宗

・
哲
宗
期
に
比
べ
て
二

・
四
倍
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

武
臣
の
就
任
す
る
剣
書
は
多
く
は
刑
曹
剣
書
・
工
曹
剣
書
で
あ
る
が
、
先
に
み
た
よ
う
に
大
院
君
政
権
期
に
は
兵
曹
剣
書
に
三
名
の
武
臣
が

就
任
し
て
い
る
。

『
清
選
考
』
に
基
づ
い
て
、
甲
氏
換
局
か
ら
哲
宗
期
ま
で
の
武
臣
の
剣
書
就
任
者
を
拾
う
と
、
申
汝
哲
三
六
九
六
)
・
李
森

(
日
目
)

(
一
七
二
九
)
・
金
聖
薩
〈
一
七
三
七
〉
・
具
善
行
(
一
七
六
一
〉
・
具
善
復
(
一
七
七
六
〉
・
李
完
憲
〈
一
八
一
二
〉
の
六
名
に
過
ぎ
な
い
。
大
院
君
政



権
に
お
け
る
武
臣
三
名
の
兵
曹
剣
書
の
登
用
は
、
武
臣
の
重
用
を
最
も
よ
く
示
す
事
責
で
あ
る
。

大
院
君
政
権
期
に
武
臣
の
剣
書
へ
の
登
用
が
横
大
し
た
の
は
、
軍
管
長
官
な
ど
の
品
階
が
正
二
品
に
上
が
り
、
こ
の
た
め
に
正
二
品
に
昇
進

す
る
武
臣
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
院
君
政
権
期
に
お
け
る
武
臣
の
地
位
の
上
昇
、
武
臣
の
重
用
は
、
鎖
園
政
策

堅
持
の
た
め
の
抗
戦
瞳
制
、
軍
備
の
強
化
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
論
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お

わ

り

以
上
の
よ
う
に
大
院
君
政
権
期
の
重
要
官
職
就
任
者
の
黛
波
別
姓
氏
別
構
成
の
分
析
を
基
礎
に
し
て
、
大
院
君
政
権
の
擢
力
構
造
に
閲
し
て

次
の
よ
う
な
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。
そ
の
第
一
は
重
要
官
職
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
南
人
・
北
人
の
登
用
は
額
著
に
接
大
し
て

お
り
、
そ
の
こ
と
は
甲
成
換
局
か
ら
哲
宗
期
に
い
た
る
時
期
の
い
か
な
る
政
擢
の
擢
力
構
造
と
も
異
な
る
大
院
君
政
権
の
擢
力
構
造
の
特
質
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
成
大
慶
氏
の
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
宗
室
・
稽
涯
〈
全
州
李
氏
)
の
登
用
の
旗
大
に
つ
い
て
、

そ
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の
規
模
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
武
臣
の
登
用
の
蹟
大
と
そ
の
規
模
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

次
に
大
院
君
政
権
の
擢
力
構
造
に
閲
す
る
研
究
の
課
題
の
う
ち
、
残
さ
れ
た
黙
を
簡
皐
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
第
一
に
大
院
君
政
権
期
に
も

老
論
優
位
の
瞳
制
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
と
大
院
君
政
擢
と
の
関
係
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
要
官
職
の
黛
波
別
姓
氏
別
構

成
に
闘
す
る
分
析
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
趨
斗
淳
・
金
畑
皐
・
洪
淳
穆
・
金
柄
園
・
金
世
均
・
金
書
鉱
・
朴
珪
蕎
な
ど
大
院
君
政
権
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
演
じ
た
老
論
官
僚
の
一
群
が
あ
っ
た
。
大
院
君
政
権
は
確
か
に
老
論
の
勢
力
を
抑
え
た
が
、
老
論
勢
力
全
睦
に
抑
座
的
で
あ
っ

た
と
す
る
の
は
事
費
に
符
合
し
な
い
。
第
二
に
大
院
君
政
擢
期
に
お
け
る
外
戚
勢
力
|
|
老
論
の
安
東
金
氏
・
盟
壌
越
氏
・
臨
興
関
氏
の
勢
力

の
大
き
さ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
院
君
政
権
期
に
安
東
金
氏
の
勢
力
は
な
お
根
強
い
も
の
が
あ
り
、
盟
壌
趨
氏
・
騨
興
関
氏
の
勢

385 

力
は
伸
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
大
院
君
政
権
と
の
閲
係
を
ど
う
と
ら
え
る
か
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
第
三
に
「
大
院
君
勢
力
」

君
、
仮
」
と
稽
さ
れ
る
勢
力
は
、
政
権
上
層
部
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
官
僚
か
ら
構
成
さ
れ
、
政
権
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

「
大
院
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て
い
た
の
か
を
具
睦
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
は
地
方
官
に
関
す
る
分
析
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。

L、。
こ
の
よ
う
に
蔑
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
本
稿
に
ま
と
め
た
研
究
を
基
礎
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
黙
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た

註(
1
〉
梶
村
秀
樹
「
朝
鮮
近
代
史
の
若
干
の
問
題
」

八
、
一
九
六
四
年
五
月
、
五
九
J
六
一
頁
。

(
2
〉
成
大
慶
「
大
院
君
初
期
執
政
期
判
権
力
構
造
」

『
大
東
文
化
研
究
』

一
五
、
ソ
ウ
ル
・
成
均
館
大
息子校、

一
九
八
二
年
五
月
。
成
氏
に
は
こ

の
他
に
衣
の
よ
う
な
大
院
君
政
権
に
関
す
る
論
文
が
あ
る
。
①
「
大
院

君
政
権
剖
「
原
図
的
諮
吠
況
叫
叫
叫
叶
」
『
人
文
科
拳
』
一

O
、
成
均

館
大
皐
校
、
一
九
八
一

年

一
O
月
。
②

「
大
院
君
政
権
叫
「
政
策
」

『大

東
文
化
研
究
』

一
八
、
一
九
八
四
年
三
月
。
③
「
大
院
君
政
権
判
科
翠

運
営
」

『
大
東
文
化
研
究
』
一
九
、
一
九
八
五
年
一
月
。
④
「
大
院
君

剖
「
書
院
致
撤
」

『千
寛
字
先
生
還
暦
紀
念
韓
園
史
皐
論
叢
』
、
同
刊
行

委
員
合
編
、
ソ
ウ
ル
・
正
音
文
化
社
、
一
九
八
五
年
二
一
月
。

(

3

)

官
職
就
任
者
の
姓
氏
は
『
図
朝
傍
目
』
(
科
翠
の
文
科
に
合
格
し
た

者
の
名
簿
〉
及
び
『
寓
姓
大
同
譜
』
に
基
づ
い
て
調
査
し
た
。
特
段
波
に

つ
い
て
は
、
南
人
は
「
南
譜
』
(
李
離
和
編
『
朝
鮮
黛
争
関
係
資
料

集』

一
六
、
ソ
ウ
ル
・

騒
江
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)
、
北
人
は
『
北

譜
』
(
前
掲
『
朝
鮮
議
争
関
係
資
料
集
』
一
七
、
関
江
出
版
社
、

一
九

八
七
年
)
に
翠
e

つ
い
て
刷
判
断
し
た
。
老
論
・
少
論
に
つ
い
て
は
、
一
七

世
紀
末
に
西
人
が
分
裂
し
て
形
成
さ
れ
た
黛
汲
な
の
で
、
①

一
七
世
紀

末
以
降
に
お
け
る
老
論
・
少
論
の
領
袖
や
著
名
な
官
僚
・
皐
者
の
後
孫

『
歴
史
皐
研
究
』
一
一
八

に
あ
た
る
家
門
は
租
先
と
同
じ
然
源
に
属
す
る
、
②
以
上
の
潔
波
が
明

確
な
家
門
に
出
系
し
た
(
養
子
に
出
る
)
者
を
出
し
た
家
門
(
同
一
姓

氏
で
あ
る
)
も
出
系
先
の
家
門
と
同
じ
紫
波
に
属
す
る
、
③
同
じ
黛
汲

に
属
す
る
こ
と
が
明
確
な
複
数
の
家
門
と
お
よ
そ
一
八
世
紀
牟
ば
以
降

に
代
々
の
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
家
門
(
遁
婚
先
と
は
異
姓
で
あ

る
)
も
通
婚
先
の
家
門
と
同
じ
議
振
に
属
す
る
、

my終
波
の
明
確
な
撃

者
の
門
人
と
そ
の
後
孫
の
腐
す
る
家
門
は
、

こ
の
患
者
と
同
じ
熊
一
阪
に

属
す
る
、
と
い
う
四
勺
の
基
準
に
よ
り
剣
断
し
た
。
こ
の
基
準
に
よ
り

『
寓
姓
大
同
譜
』
の
記
載
内
容
(
血
縁
関
係
、
婚
姻
関
係
、
師
弟
関

係
)
を
調
べ
て
、
老
少
い
ず
れ
か
へ
の
所
属
を
判
断
す
る
の
で
あ
る

が
、
一
つ
の
家
門
に
関
す
る
記
載
内
容
が
不
足
し
て
所
属
が
剣
断
で
き

な
い
場
合
は
「
分
類
不
明
」
と
し
た
。

(

4

)

拙
稿
「
閲
氏
政
権
上
層
部
の
構
成
に
関
す
る
考
察
」
(
『
朝
鮮
史
研

究
舎
論
文
集
』
第
二
七
集
、
一
九
九

O
年
三
月
)
に
お
い
て
大
院
君
政

権
期
の
議
政

・
判
書
の
就
任
者
総
数

一
三
七
名
、
老
論
七
三
、

少
論
二

九
、
南
人
一
三
、
北
人
二
ニ
、

宗
室

て
分
類
不
明
八
と
し
て
い
た

(
向
上
、
九
七
頁
)
。
今
回
の
検
討
に
際
し
、
脱
落
を
補
充
し
、
一
名

の
篤
波
を
訂
正
し
、
分
類
不
明
者
の
う
ち
七
名
に
つ
い
て
は
新
た
に
紫

波
を
明
確
に
し
え
た
の
で
、
本
稿
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。
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(

5

)

以
下
、
就
任
者
を
列
摩
す
る
と
き
は
各
紫
波
ご
と
に
第
一
回
目
の
任

命
の
年
月
日
の
早
い
順
に
配
列
す
る
。
改
名
が
あ
っ
た
場
合
は
、
改
名

後
の
名
を
記
し
て
い
る
。

(
6
〉
「
中
央
官
職
に
お
け
る
最
高
位
」
と
し
た
の
は
、
例
え
ば
金
世
鏑

(
北
人
)
は
慶
尚
道
観
察
使
在
任
中
の
一
八
七
二
年
一
二
月
に
正
二
品

に
昇
進
し
て
い
る
が
、
中
央
官
職
と
し
て
の
最
高
位
は
参
削
円
で
あ
っ
た

の
で
、
参
剣
就
任
者
の
中
に
記
し
た
よ
う
な
事
例
が
あ
る
か
ら
で
あ

る。

(
7
〉
参
議
に
関
し
て
は
、
吏
曹
以
外
の
五
曹
の
参
議
・
兵
曹
参
知
の
就
任

者
に
つ
い
て
の
記
載
が
『
承
政
院
日
記
』
に
も
飲
落
し
て
い
る
期
聞
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
議
級
別
姓
氏
別
構
成
の
分
析
は
保
留
す
る
。

(
8
)

水
原
府
留
守
・
慶
州
府
留
守
ハ
各
一
名
、
正
二
品
)
、
開
城
府
留
守
・

江
華
府
留
守
(
各
一
名
、
従
二
品
)
の
線
開
柄
。

(
9
〉
成
均
館
は
僑
皐
数
育
機
関
。

(
叩
)
三
道
水
軍
統
制
使
は
由
民
向
・
全
羅

・
忠
清
三
道
の
水
軍
を
統
轄
す
る

水
軍
の
長
官
。
銀
撫
使
は
江
牽
島
の
守
備
を
纏
賞
す
る
鎮
撫
管
の
長
官

で
あ
り
、

一
八
六
六
年
一

O
月
以
降
、
江
華
府
留
守
を
粂
任
し
て
、
江

華
府
の
軍
事
・
地
方
行
政
を
管
掌
し
た
。
統
制
使

・
鋲
撫
使
の
品
階
は

一
八
六
六
年
に
正
二
品
に
上
げ
ら
れ
、
そ
の
地
位
は
高
ま
っ
た
。

(
日
)
議
政

・
剣
書
就
任
者
に
つ
い
て
は
便
宜
上、

朝
鮮
史
編
修
曾
編
『
朝

鮮
史
』
第
六
編
第
一

J
三
谷
に
基
づ
い
た
が
、
同
書
の
記
載
に
誤
り
を

設
見
し
た
場
合
に
は
『
純
租
貫
録
』
以
下
の
各
貫
録
・
『
清
選
考
』
を

参
照
し
て
訂
正
し
た
。
な
お
前
掲
拙
稿
、
九
七
頁
に
お
い
て
純
租

・
態

宗
・
哲
宗
期
の
議
政
・
判
書
就
任
者
の
総
数
は
二
七
O
名
、
そ
の
内
謬

は
老
論
二
ハ
一
、
少
論
八

O
、
南
人
一
四
、
北
人
八
、
分
類
不
明
七
で

あ
る
と
記
し
た
が
、
『
朝
鮮
史
』
の
記
載
に
あ
っ
た
若
干
の
誤
り
を
訂

正
し
た
こ
と
、
分
類
不
明
者
の
黛
渡
所
属
を
判
断
で
き
た
こ
と
の
二
つ

の
理
由
に
よ
り
、
本
稿
の
よ
う
に
訂
正
し
た
。

(
ロ
〉
磁
書
閣
貴
重
本
叢
書
第
二
輯
、
景
印
本
全
三
巻
、
ソ
ウ
ル
・
探
究

堂
、
一
九
七
二
年
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
上
巻
の
う
ち
の
蔓
司
、
簿
司

有
司
、
天
官
、
本
兵
、
掌
賦
、
恵
堂
、
文
衡
、
提
盤
午
、
副
襲
、
釜
閣
、

中
容
の
う
ち
の
知
申
の
各
項
目
を
利
用
し
た
。
官
職
名
は
別
稽
・
略
稽

で
あ
り
、
上
か
ら
順
に
そ
れ
ぞ
れ
、
議
政
、
備
透
司
有
司
堂
上
、
吏
曹

剣
書
、
兵
曹
剣
書
、
戸
商
国
剣
書
、
宣
恵
膝
堂
上
、
大
提
風
午
、
広
文
館
提

準
、
弘
文
館
副
提
鼠
午
、
釜
章
閣
(
の
官
服
〉
、
都
承
旨
を
指
す
。

(
日
)
成
大
慶
氏
の
「
南
北
人
を
大
挙
起
用
し
た
と
い
う
設
は
事
貨
に
符
合

し
な
い
」
と
い
う
読
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
官
職
へ
の
南
人
・
北
人
の

登
用
が
無
か
っ
た
り
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
と
い
う
事
買
に
着
目

す
れ
ば
、
安
嘗
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
文
に

見
た
よ
う
に
南
人
・
北
人
の
登
用
の
績
大
は
全
世
的
に
は
顕
著
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
成
氏
の
設
に
は
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
お
南
人

・北
人
も
弱
少
篠
波
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
判
書
・
参

列
・
承
旨
な
ど
を
代
々
出
し
た
名
門
の
家
門
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は

『
南
譜
』
『
北
諮
』
『
世
間
姓
大
同
譜
』
を
調
べ
る
と
容
易
に
わ
か
る
。

こ
の
貼
か
ら
、
南
人
・
北
人
を
「
非
特
権
封
建
貴
族
」
と
規
定
す
る
梶

村
氏
の
見
解
も
安
嘗
で
は
な
い
。

(

H

)

(

日
山
)
典
援
は
(
日
)
に
同
じ
。

(
日
目
)
典
嬢
は
〈
ロ
〉
に
同
じ
。
括
弧
内
は
就
任
年
次
。
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in every point of the current of narration, the relative largeness of

　　　

the number of pages and that of lines per chapter, and the quality

　　　

and contents of the historicalinformation.

（6）Ｔｈｅ contemporary information about Mediterranean Sea was inco-

　　　

rporated into Kitab-i Bahriya, so the Ottoman Empire was　able to

　　　

make use of such information.

THE POWER STRUCTURE OF THE TAEWONGUN

　　　　　　　

大院君POLITICAL POWER

　　　

―the Analysisabout the Constructionof

　　　　　　　

the Upper PoliticalPower―

Kasuya Kenichi

　　

The purpose of this paper is to ｅχamine several questions about the

power structure of the Taewongun 大院君political power (1863. 12-1873.

11) in Korea.

　　

The author carried out ａ research into the Yangban 雨班bureaucracy

who had held important offices in the central government in the period

of his political power, and analyzed that they had belonged to which of

the Sasaek Tangp‘ａ（Ｆｏｕr Sects) and they had come under the rule of

which clan. The important offices into which the author carried out ａ

research are the Uiijong 議政, the Ｐ‘ans6 割書, the Ch‘ａｍｐ‘ａｎ參割バhe

Kyujang-gak奎章閣, and so on.

　　

As ａ result of the analysis, the author made the following three points

clean. 1) The Namin南人and the Pugin 北人out of the Sasaek Tangp‘ａ

were little appointed to the important offices from the end of the Namin

political power (1694) to the start of the Taewongun political power.

But, in the period of his power, they were frequently appointed to almost

all important offices.　　2）Ｏｕtof those who hold o田ｃｅsas the Uijong,

the Ｐ‘ans6, the total number of the Ch6nju-Yi Clan 全州李氏belonged to

each sects surpassed the number of the Andong-Kim Clan 安東金氏from

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－5－



the Noron　老論. 3) The number of the military officesappointed to the

P'ans6 had remarkably increased.

－６－
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